
令和７年度 SSH 外部機関連携講座 

SSH 野外実習講座「SS-Science CampⅠ」 

を実施しました 

 

□実施日   事前指導：令和７年６月３０日（月），７月７日（月），１５日（火） 
実  習：令和７年７月２２日（火）～２４日（木）［２泊３日］ 

□参加生徒  普通科１年２２名 理数科１年１５名 
□連携機関名 茨城大学 筑波実験植物園 物質・材料研究機構 高エネルギー加速器研究機構  

地質標本館 日本製鉄鹿島地区工場 

 

□内容 
７月２２日 
 朝に学校を出発し，お昼前に茨城大学に到着しました。昼食は大学内の学食を利用させていただ

き，はじめてのシステムに戸惑いながらも，大学生活の一部を体験することができました。午後に

は茨城大学理学部との連携講座を行いました。大学教授や大学生の皆さんからのご指導をいただき

ながら，レベルの高い解析や実験を行いました。 

   
茨城大学にて 連携講座の様子（解析） 連携講座の様子（実験） 

 
７月２３日 
 この日は３つの施設を見学しました。午前は，筑波実験植物園にて生物分野の研修，さらに物質・

材料研究機構（ＮＩＭＳ）にて化学・物理分野の研修を行いました。午後は，高エネルギー加速器

研究機構（ＫＥＫ）で物理分野の研修です。どの施設でも現役の研究者の方から熱い解説を受け，

最先端の研究とは何か，そして研究者になるために必要な資質とは何かを知ることができました。

夜には班に分かれて，これまでの研修で学んだことの発表会を行いました。短い準備時間で工夫を

こらしてわかりやすくポスターをまとめて発表し，質問を積極的に行うことで，疑問点を整理する

ことができていました。 

   
ＮＩＭＳ 研修の様子 ＫＥＫ 研修の様子 研修発表会の様子 

 
  



７月２４日 
 最終日の朝は，地質標本館にて地学分野の研修を行いました。学芸員から解説をいただきながら，

液状化モデルや河川域のモデル，大量の鉱物標本などを観察しました。次に鹿島方面へバス移動を

行い，午後に日本製鉄㈱東日本製鉄所鹿島地区で研修を行いました。講義では，事前に学校で学習

した鹿島地区の地理を関連させて理解を深めることができました。工場の見学では，転炉工程を経

たばかりの灼熱の鋼が延ばされていく工程を目の当たりにし，そのすさまじい熱量に大盛り上がり

となりました。３日間で物化生地すべての分野の研修を行い，さらに研修発表を行うことで，将来

の進路や職業について考えることができる機会となりました。 

 

  
地質標本館 研修の様子 日本製鉄㈱鹿島地区 研修の様子 

 

□生徒の感想 
・現在の自分の興味・関心がどのような分野に向いているかを，ある程度認識できた。地学に関連

した分野や，様々な分子の構造・性質，すなわち地学・化学分野に意欲が大きいと分かった。こ

れを機に将来の自分が何を学んでいくかをよく考えていきたい。 
・この講座に参加しなければ知ることもなかった場所や研究を実際に体感することができ，参加し

てよかった，と感じました。特にＮＩＭＳやＫＥＫなど一般公開が少ない場所で研究者の方から

お話を聞ける機会はなかなかないので，とても貴重な時間を過ごすことができ，充実した３日間

になったと思います。 
・私は，茨城大学の理学部で大学生と一緒に実験をしたことがとても心に残っています。大学の教

授や大学生が，実験の原理や手順をわかりやすく教えてくださったおかげで，より，その実験に

興味がわきました。実際に自分で実験をすることの大切さを改めて感じました。 
・全体的に難しい内容も多かったけど，今までは知らなかったことや興味を持っていなかったこと

をたくさん学べて楽しかったです！色々な施設を見て，どの施設の人も自分の仕事にプライドと

責任を持ってこなしていてかっこいいと思いました。また，そのような人たちを見て，自分は将

来どんな仕事についてどんな人になりたいかというのを前よりもよく考えたいと思いました。と

ても大変で疲れることもあったけど，自分にとってとても良い経験ができて学びも得られて，参

加して良かったと思いました！また SSH の講座に参加したいです！ 
・ポスターの発表を通して，誰かに物事を伝えるためにはそのことについてしっかり理解してるこ

とが大切だと思いました。また，質問を受けることによって自分では考えないような視点に気づ

くことができるとわかりました。これからは積極的に周りと対話して，知識のアウトプットとア

ップデートをできるようにしていきたいです。 


